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塩化物イオンフリーの金コロイド液
酢酸金を使用した新しい調製法
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目的と効果
金コロイド液は金ナノ粒子が液中で安定に分
散したもので、10 ～ 20ナノメートルの金が示
す鮮やかな赤色は古くからステンドグラスの着
色にも利用されてきました。現在では、インフ
ルエンザなどの検査キット（イムノクロマトグ
ラフィー法）に抗体を結合させる着色粒子とし
て金コロイドが広く採用されています。また、
導電性ペーストなどのエレクトロニクス分野、
塗料などの色材、触媒やセンサーなどの分野に
も応用が検討されています。原料に含まれる塩
化物イオンは微量でも残存すると凝集、腐食、
触媒毒など諸問題の原因になる例が指摘されて
いますが、この発明の金コロイド液は塩化物イ
オンを全く含まず安定で、塗布などに適した高
濃度液の調製も容易にできます。

技術の概要
これまでの金コロイド液は塩化金酸から調製
するため、後で除去しない限り多量の塩化物イ
オンの共存が避けられません。この発明の方法
では塩化物イオンフリーの原料として酢酸金を

用いました。茶色に濁った酢酸金の水分散液に
還元剤を加えるだけで金ナノ粒子が生成し、透
き通った赤色の金コロイド液となります（図1）。
安定性に優れていて、長期間の保存の後も凝集
などは起こりません。金コロイド生成は塩化金
酸よりも穏やかな条件で進み、通常は分散剤
として用いられるポリビニルピロリドンなどが
還元剤としても使えます。酢酸金の水への溶解
度は小さいのですが、少しずつ水に溶解しなが
ら金ナノ粒子が生成します。このため濃度の高
い条件でも安定な金コロイドが調製できること
を、電子顕微鏡写真と可視吸収スペクトルから
確認しています（図2）。

発明者からのメッセージ
酢酸金を用いた触媒調製法の研究を行ってい
た時に、酢酸金の分散液に室温でエタノールを
加えるだけで金コロイド液が生成することを偶
然見いだしました。高濃度でも安定であること
や塩化物イオンを含まない特徴を活かした各種
分野での応用が広がることを期待しています。

適用分野：
●触媒、センサー材料
●イムノクロマトグラフィー

などの標識材料
●塗料などの色材

図2　金コロイド液の電子
顕微鏡写真と可視吸収スペ
クトル
金濃度27 mmol/Lで調
製。右の可視吸収スペクト
ルは調製後1/100濃度に
希釈し測定。
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図1  金コロイド液の調製
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